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地域からの声 ～落中生のやさしい行動～
「見て見ぬふりをする人が多い中、

感心し、私もさわやかな気持ちにさせてもらいました。」

先日、地域の人から学校にＦＡＸが届きました。

突然のＦＡＸで申しわけございません。
先日、干していた布団が落ちていたのをたたんで玄関まで届けていただきました。
中学生で男子でなかなかできないと思うのですが、たまたま通りがかったとはいえ、見て見ぬふりをす
る人が多い中、感心し、私もさわやかな気持ちにさせてもらいました。

また、真亀小学校の校長先生から３日の朝、電話がありました。内容は以下の通りです。

登校中に小学生の女の子がこけてけがをした。通りがかった中学生（１年生 女子）２名が心配して、
一人が荷物を持ち、一人がおんぶをして小学校まで連れて行ってくれた。

真亀小学校の校長先生も「うれしくてすぐに電話をしました」ということでした。

やさしい気持ち、素直な気持ち・・・。君たちの気持ちを地域の方々や出身小学校の先生方もうれしく感
じてくださっています。君たちは『地域の宝』です。ボランティア活動（ちょこボラ）も６月から本格的に
スタートします。もっともっと地域での活躍を期待します!

先日、岐阜県を流れる木曽川で遊びに来ていた小中学生３人が流され、その後、遺体となって発見された
という悲惨な事故がありました。
広島市のすべての川は昭和４１年までに汚染が原因で遊泳禁止となりました。しかし、この近辺の川でも

「中学生が泳いでいる」という通報が今年もありました。川は急に深みになったりと非常に危険です。命に
関わることです。これから暑い夏を迎えますが絶対に川遊びはしないようにしてください。

夢を追いかける!そして夢をつかむ!
～本田圭佑の作文に学ぶ～

サッカーワールドカップが始まりました。決勝トーナメントに向けて日本も頑張ってもらいたいと思いま
す。
日本代表の本田圭佑選手の活

躍が期待されますが、彼は小学
校の卒業文集で以下のような作
文を書きました。
ワールドカップ出場やセリエ

Ａに入団する夢を書いています。
途方もない夢のように思われま
すが彼はそれを実現しました。
夢は夢とあきらめた時点で終

わってしまいます。まずは夢を
持つこと。それが、けっして
大きすぎる夢でも構いません。
誰がその夢を笑おうとも、自分
で実現させる強い意志を持つこ
とが成功への道ではないでしょ
うか。

学びから逃げない！


